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1課 題と方法
第二次大戦前には、e隻多労 ・多肥"を特徴として構成された我国の農法が、戦後の機械
























具体的な手法としては・田植過程が、苗代 ～ 育苗と、本田準備 ～ 耕起、施肥、代







したことは事実である。 しか し本論文で、あえて 「中型機械化技術」としてその機械化
の技術展開を見 ようとしたのは、戦後自作農の内在的な生産力発展と結びついた欧米と
は異なった独 自の機械開発 ・普及によってなされ、性格づけられていると考えるからで







ところで、この労働対象(土 付稚苗)は 、戦後の稲作技術の発展を方向づける土 で重
要な位置づけを もつ、保護苗代 一 早植栽培技術の究極的な一形態を示 している。土地
生産性の安定、向上をめざした、極めて稠密かつ集約な育苗方法である。同時に、箱育
苗に したことによって保護管理が最も必要とされる最低の期間を、科学的な環境制御に
よって育成 し、育苗過程 自体 の機械化 ・施設化を しやすいものとし、大規模生産の可能






















れ るよ うになった。家族労働力を中心に営 まれ る我国稲作経営 も、田植期は経営外労働
力を入れた労働編成が一般的であった。それだけに農村労働力の流出の急速な滲透期に
は、地 縁、血縁関係 によ る共 同作業、`聖ゆい""手伝い"等 とともに家族総 ぐるみ
的動員 がな された。 しか し、 ここで注 目され るのは、こうした時期においても、密
植化=労 働集約化は進展 していたことであり、一旦構成された生産力水準 ・技術構造
の強靱性を見ることができる。そこで、田植の機械化の意義は、単なる田植労働の能率
化ではなく、密植 ・早植 ・田植の適期集中によって、 これまでの技術展開方向を補強す
るところにある。
一方、田植労働の組織は、手労働段階の分業 にもとつ く協業編成 一 代か き、苗取、
苗運搬、植基準作り、挿秩、水管理 一 は崩壊 し、機械化による能率化によって、家族




その効果が大 きく左右される。いずれ にしろ作業の稠密、周到な実施が必要 とされて く
るのである。こうした諸問題も、小規模経営 においては、機械による能率化によって表









中型機械化技術は、手労働段階の農法を基本的に継承 ・発展 させた ものであり、機械
化は、稠密化 し集約化する技術を、直系家族労働力で実施可能なものとするための能率
化と して機能 してきている。








審 査 結 果 の 要 旨
日本農業の機械化は,戦 前ほとんど見るべきものがな く,戦後それも昭和40年以降,漸 や く開
花 し,その後急速に発展するに至った。日本農業の機械化がこのようにお くれたのは,わが国農
業経営の規模が零細で,と くに戦前は高率現物小作料の重圧の下,多肥,多 労的小農経営であっ
たことと,わ が国農業が稲作を主体 とし,水田という特殊な圃場条件と苗代 一 本田移植 という
稠密的,集 約的農作業体系をとったためその機械化が技術的にも著 しく困難であったことによる
ものである。
著者はわが国農業の機械化を中型機械体系 として把握 し,と くに田植機 を中心に,そ の技術的,
経営的諸問題を追求 した。著者がここでいう中型機械体系とは,た んに機械の出力や能力の大き
さによる大,中,小 の表現としてではなく,この技術体系が日本農業の小農集約的性格を発展的
に継承展開 したものであることを明示 したものであり,その最も特徴的な局面を機械,雑 苗移植
と自脱型 コンバイン(あ るいはバ インダー+移動脱穀機)に よる収穫にみたのである。
田植機の研究は戦後間もなく始められたが苗の播秩操作の機械化や苗取を簡易化す るための育
苗等技術的 に極めて困難な問題が山積 し,ト ラクターや防除機 収穫機等の農業機械に比べ最 も




著者 はまた田植 の機械化が,電熱箱育苗による稚苗移植というむ しろ直播方式に近い欄密的,
集約的技術体系であることに注目し,これを高 く評価 し,近時,北 海道,東 北地方のような寒冷
地において,収 量の安定確保のために稚苗より中成苗移植をベターとする風潮に対 し,これを必
ず しも新 しい稲作技術の発展とみないのも一つの卓見である。
しかし著者は一方,田 植の機械化が今までの小農的稲作技術体系の枠を破 って,地 力維持,複




ものと考えられ,農 学博士の学位を授与するに値するもの と判定 した。
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